
 
愛知県感染症情報  

 

平成１１年１８週（５月第１週） 

 

（コメント）                                

水痘の報告数は、定点あたり前週の 2 . 8 人から 3 . 4 人 ( 3 7 9 人 / 1 1 2 定点 )になりま

した。  

感染性胃腸炎の報告数は、定点あたり前週の 4 . 6 人から 3 . 2 人 ( 3 5 6 人 / 1 1 2 定点 )

になりました。  

 今 週も貴重なコメントありがとうございました。  

 

（先生方からのコメント）                  

          

・  エンテロウィルスによる疾患が花ざかりとなってきました。  

  （ 西尾市  こどもクリニック宮地医院）  

・  今季初、伝染性紅斑あり。  

（岩倉市  なかよしこどもクリニック）  

・  ３才と４才の肺炎２例マイコプラズマ肺炎と思われます。  

先週にひきつづき肺炎多いです。  

 （ 春日井市  朝宮こどもクリニック）  

・  咳を伴うカゼが猛烈な勢いで流行っています。  

この時期では異常です。  

（春日井市  医療法人聡彩会片山こどもクリニック）  

・  手足口病が流行した地区で、引きつづいて水痘が流行中。  

（幸田町  とみた小児科）  

・  最近咽頭結膜熱と思われる患者を散見する。  

（長久手町  スズムラ眼科医院）  

・  手足口病が増加、発疹が目立つも発熱児は少ない。  

  （ 田原町  かわせ小児科）  

・  伝染性単核球症（２才男）１人あり。  

  （ 豊橋市  大谷小児科）  

・  下痢、嘔吐をきたす感染性胃腸炎が多い。  

（小坂井町  医療法人宝美会総合青山病院）  

 

 

 



 

 

 

・  百日咳は今年になって３月に１例と今週２例めです。  

地域的な関連はないようです。  

（蒲郡市  医療法人鈴木小児科医院）  

・  発熱、下痢を主徴とする感染性下痢症乳幼児にアデノウイルス抗原陽性者が増

加しています。  

  ロ タウイルス抗原陽性者は８ヶ月児に１名認められました。  

  （ 尾西市  城後小児科）  

 

 

（１～３類及び全数把握の４類感染症の発生状況）  

 

細菌性赤痢患者１名。  

豊田市保健所管内在住の３６才男性。ゾンネⅠ相。５／４発病。５／５初診。  

５／８診定。
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 五 月晴れ、新緑の公園は昨日までの大型連休中はカメラを下げた家族連れの子供

達や、友人グループでいっぱいの人出で大道芸人や屋台に集まる人やベンチでお弁当

をひろげる人で賑わっていましたが、今日は黄色い帽子の遠足の幼稚園児の列が並ん

でいます。いつも貴重な情報を有難うございます。 4 月後半のまとめをお送りします。  

 

1．名古屋市内：感染症の発生が全体的に少なくなりましたが、感染性胃腸炎・嘔

吐下痢症の発生が続いています。ロタウイルス陽性例と陰性例があって、ロタウイル

ス陽性例は減少傾向の地区が多いようです。一方、細菌性大腸炎も発生している地区

がありますが大きな流行にはなっていないようです。一部地区ではウイルス性腸炎で

長びく例や嘔吐下痢に発熱を伴う例が発生しています（第一日赤有吉先生、国立病院

松下先生、第二日赤岩佐先生、千種区今枝先生、労災病院山田先生、大同病院水野先

生）。気管支炎・肺炎や喘息性気管支炎、乳児細気管支炎や仮性クループによる入院

例が目立ち（第一日赤有吉先生、国立・松下先生、労災・山田先生、大同・水野先

生）、高熱を伴い咽頭発赤・咽頭炎著明なウイルス疾患（労災・山田先生、大同・水

野先生）の報告もいただきました。その他、溶連菌感染症と川崎病の入院（第一日赤

吉先生）、単純泡疹（千種区今枝先生）、気管支喘息（労災・山田先生）、軽度の頸

部硬直を伴う髄膜炎様ウイルス疾患（大同・水野先生）などのお手紙が目につき、百

日咳の報告を労災・山田先生（ D P T 接種 1 回だけ）と千種区今枝先生 ( D P T 未接種）

からいただいています。  

 

2．尾張地区：犬山市武内先生からは水痘と溶連菌感染症が散発中でセフェム、マ

クロライドに感受性の低い H。インフルエンザ菌による両側頸部リンパ節炎＋扁桃炎

が比較的多い、江南市からはロタウイルス胃腸炎の発生がまだ続き、幼児のウイルス

性肺炎とマイコプラスマ肺炎の入院が目立ち、ムンプスと水痘が散発中（昭和病院尾

崎先生、愛北病院水谷先生）、公立瀬戸陶生病院山口先生からは水痘が中流行、小型

球形ウイルス腸炎と思われる腸炎の少数例、おやつ珍味によると思われるサルモネラ

腸炎 2 例あり、常滑市民病院肥田先生からは水痘の小流行ありとのお手紙をいただき

ました。  

 

3．三河地区：トヨタ病院岡田先生・中山先生からは水痘が多発していたのがその

後沈静化し、ロタウイルスによる腸炎が依然として流行中で（ 1 0 歳くらいの年長児

にも認められる）脱水による入院例あり、ウイルス性気管支炎の入院例目立つ、刈谷

市田和先生からは嘔吐下痢症と水痘がパラパラとみられる、碧南市永井先生からは水

痘と溶連菌感染症が目立つ、豊橋市からは手足口病とヘルペス口内炎の散発あり（市

内長屋先生、宮澤先生）とのお手紙をいただきました。有難うございました。（文責  

磯村）  


